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　撮影場所となった「天狗の庭」は、標高2093mの広大な湿原で、池塘（ちとう）に
火打山の逆さ火打山が映る絶景ポイントとして知られます。日本百名山の1つで高谷池
湿原、天狗の庭をはじめ、登山道の随所で高山植物を楽しむことができ、アルプス以外
には見られなくなったライチョウも生息しています。
　「山の不変の姿、伝統医療の知恵もまた、時を超えて変わらず、心と体を守り続け
る。」と思いを巡らせ。

写真提供：広報委員　茂野浩祥

【表紙の写真】
火打山（糸魚川市、妙高市）
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見るもので、仰臥位と同様、重力の影響は少な
いですが、体の前面が圧迫され背面が解放され
ます。背面の筋肉がリラックスし、脊柱の触診
やアライメントの異常を確認するのに最適で
す。ただし、体の前面の肋骨の変形や胸腔圧や
腹腔圧の影響も受けるので立位や座位との比較
も重要です。「臀部」に関しては、股関節伸展
パターンの評価で殿筋群と腰背部の優位性比較
することができます。
・側臥位（Sidelying）
　「側方（左右）の安定性と可動の比較」と「回
旋の動き」を診るもので、重力が体の横方向か
らかかり、他の肢位では評価しにくい「左右の
ブレ」に対する安定性の評価と骨盤を固定した
まま胸椎の回旋可動域を評価できます。また、
腹部から股関節前面、大腿前面までの柔軟性と
脊椎のスライド運動も非荷重の肢位で評価でき
ます。
・まとめ
　立位は「全体像（結果）」、座位は「下肢を除
いた体幹」、仰臥位・伏臥位は「重力を除いた
個別の機能・構造」、側臥位は「左右の安定性
と可動の比較」脊椎の動きから診るのに、適し
ています。これらの肢位でアライメントや動き
の変化を比較することで「問題の根本原因がど
こにあるのか （例 : 足首の問題が立位の骨盤傾
斜を引き起こしている、など）という診立ての
精度が格段に上がります。

・解剖学的なつながり
　横隔膜は大腰筋の起始部である腰椎部・肋骨
部・胸骨部に付着しており、全体としてドーム
状（円蓋状）に形成され、腱中心と呼ばれる腱
膜に停止し、物理的に密接な位置関係にある。
横隔膜も左右対称ではなく、右横隔膜の下には
肝臓が構造的支えとして位置しますが、左横隔
膜の下には構造的支えの臓器はなく、上部には
心臓が存在するため過活動を呈すると収縮位の
まま柔軟性が失われることがある。
　また、大腰筋は大腿骨小転子に付着し、股関

　体幹を診るときに主な目印（ランドマーク）
として、脊柱の並びや骨盤の高さなど骨が主に
なる。確かに、わかりやすい指標ではあるが、
立位・座位・仰臥位・伏臥位・側臥位では同じ
結果とならず、むしろ逆転の状態になることも
しばしば遭遇する。そうした時にどのように考
えて読み解くかが一つの突破口だと考えられ
る。もちろん負傷した部位の疼痛による可動制
限が起これば、どの肢位でも同じにはなる。

・立位（Standing）
　重力に対する「全体の協調性」を診るもので、
最も「ごまかし」の効かない肢位。足関節、膝
関節、股関節、骨盤、脊柱、頭部まで、連鎖し
た代償運動が最も顕著に表れる。
・座位（Sitting）
　下肢の影響を除いた「骨盤と脊柱の関係性」
を診るもので、立位と異なり、足関節、膝関節
のアライメントの影響が排除される。骨盤を固
定した状態での「胸椎の回旋」などの脊柱の分
節的な動作評価をしやすい肢位である。
　ただし、立位で骨盤前傾している人がいても、
座位になると骨盤が後傾して猫背になることも
ある。（ハムストリングスの硬さや体幹筋力の
低下など）そのほか、股関節の可動制限などで
も立位とは異なる変位を呈すこともある。
・仰臥位（Supine）
　重力から解放された「リラックス時のアライ
メント」と「インナーユニット機能」を診るも
ので、アウターマッスルの緊張が抜けやすく、
重力の影響が最小となるため、骨格本来のアラ
イメントや、純粋の関節可動域を評価しやすく
なる。
　股関節や膝関節の可動域（他動運動）を骨盤
の代償運動なしに評価できますが、「反り腰」
や「フラットバック」の程度については、仰臥
位が代償動作になる場合もあるので注意が必要
です。
・伏臥位（Prone）
　「背部・臀部」の筋緊張と「脊柱の伸展」を

　肢位での違い

　大腰筋と横隔膜と股関節の関係
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４つの筋群が連携して機能するグループの総称。
　これら４つの筋群の主な役割は「腹腔内圧

（Intre Abdominal Pressure : IAP）」を高め、
脊柱（背骨）を安定させることにあります。

１．横隔膜 : 上部（ドーム状の天井）
　横隔膜が下がり、腹腔に圧力をかける。（呼
吸の「吸気」の初期動作）
２．骨盤底筋群 : 下部（ハンモック状の床）
　それに対して、下から骨盤底筋が緊張し、圧
力が下に逃げるのを防ぐ。
３．腹横筋:前 : 前～側部（コルセット状の壁）
　腹横筋がコルセットのように収縮し、腹腔を
横から締め上げ、圧力を高める。
４．多裂筋 : 後（背骨を支える柱）
　多裂筋が、背骨一つ一つを固定し、高まった
圧力によって背骨が不安定にならないように支
える。

節の可動に関与しながら腰椎の安定にもかかわ
る多関節筋である。

・機能的な関係性
　横隔膜は吸気で肺が拡大し下方へ、呼気で肺
が収縮し上方へ動きます。横隔膜を下げること
で、腹腔内圧を高めて体幹を安定させることが
でき、同時に重心位置が下がるためバランス機
能が向上します。反対に、肺呼吸だけの浅い呼
吸では、横隔膜が下げられないので、腹腔内圧
が低くなり体幹が安定せず、重心位置が高いた
めバランス機能が低下する。さらに、横隔膜の
上下運動と大腰筋の運動が協調しているため、
体幹の安定性と歩行や姿勢維持に大きく関与す
る。また、大腰筋は自律神経と密接につながっ
ており、ストレスや脅威を感じた時に体が自動
的に反応します。

（大腰筋と「闘争・逃走反応」の関係性）

・インナーユニットとは
　体幹の安定性を語るうえで欠かせない筋肉で

　腹腔内圧（IAP）から見る
　「インナーユニット機能」

大腰筋と横隔膜と股関節

インナーユニット機能
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常であればヘソ周辺が盛り上がる。下腹部が先
に動くようであれば低位変位を疑う。（腹部下垂）

３．腹部の膨隆
　仰臥位にて下肢伸展位にて、心窩部、左右の
季肋部、側腹部、下腹部、ソケイ部の膨隆など
腹圧の偏在を調べる。圧力の偏在だけでなく、
膨隆部周辺の内臓疾患（既往歴）の有無なども
聞き取る。

４．脊椎の可動性
　・静的触診（スタティックパルペーション）
　・動的触診（モーションパルペーション）
上記２種類により可動性の有無を評価する。

（詳細については専門書を参照）

５．股関節の可動域
　前述の連携動作において、股関節自身の可動
域も重要である。屈曲、伸展、内外転、内外旋、
圧縮、牽引、協調運動等の制限も関連する。

【参考文献】

１）山田知生：スタンフォード式疲れない体，サンマー

　　ク出版，2018，62-81

２）加瀬建造：写真・イラストで見る症状・病気別脊

　　椎動可法〔Ⅱ〕，科学新聞社，1992，55-56，108-

　　112

３）石井健太郎：Sportsmedicine169，ブックハウス・

　　エイチディ，2015，25-28

　これらの協調動作がうまく行われないだけで
も体幹の不安定性が高まる。まして、股関節周
りの可動制限や過去の外傷（鎖骨や肋骨の骨折、
脊椎の圧迫骨折等）があれば、診立ては複雑さ
を増します。

１．肋骨角角度と柔軟性の評価
・肋骨角角度の評価
　両母指先端を剣状突起に置き、そこを中心と
して左右の肋骨下部に合わせて両母指の角度を
計測する。90度以上開いているようであれば横
隔膜の高位変位。90度以下なら低位変位。角度
の左右差も評価する（両側性と一側性）。または、
剣状突起の前方突出は高位変位、剣状突起が触
れづらい時は低位変位を疑う。

・柔軟性の評価
　同様に左右の季肋部を前方から後方への押し
込みと側方からの押し込みの柔軟性の左右差を
評価する。（肋骨の突出圧の評価）

２．咳テスト
　仰臥位にて下肢伸展位、咳をしてもらう。正

　体幹の評価方法

肋骨角度
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巻　　頭　　言巻　　頭　　言

令和８年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。

公益社団法人新潟県柔道整復師会は、会員各
位をはじめ多くの関係者の方々に支えられ新年
を迎えることができましたこと、心より深く感
謝申し上げます。

現在、柔道整復師を取り巻く環境は、人口減
少と外来患者の減少、超高齢化に伴う慢性疾患
の増加と介護需要の増加、オンライン請求の導
入等において課題が山積しております。

特に、柔道整復師会も医療のＤＸ化が進み、
マイナンバーカード制度、将来実施されるであ
ろう療養費のオンライン請求等において、今ま
でとは異質な取り組み、取り扱いとなっており、
この時代の流れに逆らうことなく順応していか
なければ取り残されてしまうのではないかと思
われます。

このような状況下、執行部といたしましては、
会員の皆様が一人としてＤＸ化の波に遅れるこ
とのないよう、いち早い情報の提供、共有、推
進を図りフォローしていきたいと考えておりま
す。

今、患者の多くが、良質で安心安全な施術を
受けられる環境を求めています。柔道整復術は、
医療における国家資格であり公的機関に認めら

れ健康保険の取り扱いができる医療職です。こ
れらを踏まえ、医療保険制度の円滑な運営にあ
たり保険取扱研修会を開催し、適正な保険取扱
業務の推進に努めてまいります。

また、日整では伝統医療である柔道整復術の
骨折・脱臼・打撲・捻挫・挫傷の外傷施術が、
いつでも、どこでも安心して受けられるための
技術伝承に主眼を置いた柔道整復師養成「匠の
技 伝承」プロジェクトを推進中であります。
骨折、脱臼の取り扱いは、現在全体の0.1％程
度ですが、柔道整復師の本分である骨折、脱臼
の整復、固定の再確認のため、本会でも会員向
けの「匠の技」技術講習会を開催し、技術向上
に努めてまいりますので、積極的な受講のご協
力をお願いいたします。

さらには、公益活動として青少年健全育成を
目的とした全国少年柔道大会の開催をはじめ、
各種スポーツ大会のボランティア救護活動、ま
た災害救護や防災訓練への協力等、様々な活動
を行っていきますので、今後ともよろしくご協
力をお願い申し上げます。

結びに会員皆様のご健康とご繁栄、そして今
年一年が皆様にとりまして素晴らしい年になり
ますように心からご祈念申し上げて年頭のご挨
拶とさせていただきます。

公益社団法人新潟県柔道整復師会

会　長　　金　子　益　美
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　２月23日㈰新潟東映ホテル２階 「朱鷺の間」
において、学術研修会、臨時総会及び連盟定例
総会が開催されました。

学術研修会

　  午後１時から　  総合司会 中村　公昭 理事

（1）  講演
　　「運動器超音波解剖　下肢編」

　公益社団法人 新潟県柔道整復師会
　　　　　　　　　　　  小林　英樹 学術部長

（2）  学術発表＜会員発表＞
　論文発表
 「整骨院における拡散型（ラジアル）体外衝撃
　波Ｒ－ＳＷの有用性」
　～疲労性骨折へのアプローチ４例の治療成績～

令和６年度 （公社） 新潟県柔道整復師会臨時総会

　午後２時30分から　
　会員総数　261名 （当日現在）
　出席会員　185名 （委任状含む）
　総合司会　　　　　     中村　公昭 理事
１．開会の辞　　　　　  市川　寿秀 副会長
２．会長挨拶　　　　　  金子　益美 会長
３．議長・副議長選出     西山　　健 議長 
　　　　　　　　　　　  長谷川慎一 副議長
４．記録人選出　　　     田中　俊三 事務局長
５．議　事
　　議　案　　　　　令和７年度事業計画及び
　　　　　　　　　　予算の件
　　以上、異議なく承認されました。
６．閉会の辞　　　　     丸山　 　智 副会長

令和７年　新潟県柔道整復師連盟定例総会

　午後３時10分から
　会員総数　261名 （当日現在）
　出席会員　186名 （委任状含む）
１．開会の辞　　　 　   丸山　　智 副委員長
２．委員長挨拶　　 　    金子　益美 委員長　
３．議長・副議長選出     西山　　健 議長 
　　　　　　　　　　　  長谷川慎一 副議長
４．記録人選出　　　     田中　俊三 事務局長
５．議　事
　　議案第１号　　令和６年事業報告及び収入
　　　　　　　　　・支出決算の件
　  監査報告        　茂野恵智郎　会計監督者
　　　　　　　　　　今井　達栄　会計監督者
　　議案第２号　　令和７年事業計画（案）及び
　　　　　　　　　収入・支出予算（案）の件
　　以上、異議なく承認されました。
６．閉会の辞　　　　　  市川　寿秀 執行委員

令和６年度 臨時総会等開催令和６年度 臨時総会等開催

關　満彦 会員 臨時総会の様子
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　５月18日㈰午後１時から、新潟東映ホテル２
階「朱鷺の間」において、令和７年度通常総会
及び協同組合通常総会が開催されました。
　司会の中村　公昭 理事が通常総会に先立ち、
物故者黙祷、丸山　智 副会長の開会の辞、金
子　益美 会長の挨拶、当会顧問弁護士の加藤
興平 弁護士の挨拶に続き西山　健 議長、長谷
川　慎一 副議長を選出、田中　俊三 事務局長
を記録人に選出し、議事へと進行いたしました。

公益社団法人新潟県柔道整復師会通常総会

　会員総数　　　　 257名（当日現在）
　出席会員数　　　 188名 （委任状98名含む）
　司会　　　　　　　     中村　公昭 理事
１．開会の辞　　　　     丸山　　智 副会長
２．会長挨拶　　　　     金子　益美 会長
３．議長・副議長選出     西山　　健 議長 
　　　　　　　　　　　  長谷川慎一 副議長
４．記録人選出　　　     田中　俊三 事務局長
５．議　　事
　　議案第１号　令和６年度事業報告及び決算
　　　　　　　　報告の件
　　　　　　　　　　　  加藤　智範 事業部長
　　　　　　　　　　　  佐藤　清美 経理部長
　　会計監査報告　　　  今井　達栄 監事　　
　　　　　　　　　   　  茂野恵智郞 監事
　　議案第２号　理事及び監事選任の件
　　（新役員紹介９ページを参照）
　　その他
　　　　　　公益社団法人日本柔道整復師会　
　　　　　　代議員及び補欠代議員の選挙の件
　　以上、異議なく承認されました。
６．閉会の辞　　　　　  市川　寿秀 副会長                                     

新潟県柔道整復師協同組合通常総会

　午後３時から開会
　組合員数　　　　237名 （当日現在）   
　出席組合員数　   172名 （委任状91名含む）
　司会　　　　　　　     中村　公昭 理事
１．開会の辞　　　  　   丸山　　智 副理事長
２．理事長挨拶　　  　   金子　益美 理事長
３．議長選任　　　        西山　　健 組合員
４．議案審議
　　第１号議案　令和６年度事業報告及び決算
　　　　　　　　関係書類承認の件
　　会計監査報告　　　  茂野恵智郞 監事
　　　　　　　　　　　  今井　達栄 監事
　　第２号議案  令和７年度事業計画及び収支
　　　　　　　　予算書決定の件
　　第３号議案　令和７年度借入金残高の最高
　　　　　　　　限度額決定の件
　　第４号議案　令和７年度役員報酬の件
　　第５号議案　理事・監事の選任の件
　　以上、異議なく承認されました。
５．閉会の辞　　　   　  市川　寿秀 理事

令和７年度 通常総会等開催令和７年度 通常総会等開催

投票の様子

新役員の紹介 
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表彰式

　午後４時から　　司会　  小林　英樹 理事
１．開会の辞　               丸山　　智 副会長
２．会長挨拶　                 金子　益美 会長
３．来賓祝辞
４．日本赤十字社へ金一封贈呈
５．表　　彰

【日本柔道整復師会会長表彰】
《会長感謝状》     　市川　寿秀　　丸山　　智
《永年会員表彰》
　　阿部　松雄　　五十嵐修志　　石田　隆次
　　石橋　泰夫　　伊藤　康夫　　鹿島信太郎
　　加藤美都子　　金子　益美　　北村　　公
　　後藤　　薫　　齋藤　忠雄　　齋藤　寛章
　　佐藤　優子　　白河　源一　　神保　満雄
　　竹内　誠一　　俵木　　穣　　外川　　朗
　　中條　貴之　　丸山　則夫　　森　連太郎
　　横山　隆一　　渡辺　雅人

【新潟県柔道整復師会会長表彰】
①　役員３期尽力会員表彰
　　市川　寿秀　　中村　公昭
②　永年尽力会員表彰

《50年以上尽力会員表彰》
　　小林　正幸　　星名　三彦

《40年以上尽力会員表彰》
　　川上　　誠　　關　　満彦　　長谷川　厚
　　星　真奈美　　間島　　篤

《30年以上尽力会員表彰》
　　太田　泰弘　　轡田　　武　　田中　公彦
③　喜寿会員表彰　齋藤　忠雄　　神保　満雄
④　学会発表会員　大橋　　保　　長澤　弘樹
⑤　柔道大会出場会員表彰　　　　牛木　幹人
⑥　講道館柔道７段以上昇段者　　外川　　朗
⑦　生涯学習最高単位取得者会員表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　市川　寿秀
⑧　ボランティア活動最高単位取得会員表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　敦志

６．謝辞　　　　　　　　　  齋藤　忠雄 会員
７．新入会員紹介　　石原  慎悟　小川  昭史
８．閉会の辞　　　　　　  市川　寿秀 副会長

総会の様子

日本赤十字社へ金一封贈呈

謝辞　齋藤　忠雄 会員
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　　表彰された方々

　　　　誠におめでとうございます。

日整　会長感謝状

役員３期尽力会員表彰

新入会員

日整　永年会員表彰

永年尽力会員表彰

生涯学習最高単位取得者会員表彰

学会発表会員

ボランティア活動最高単位取得会員表彰

喜寿会員表彰
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新役員紹介新役員紹介

会長

金子　益美

副会長・総務部長

丸山　智

副会長・保険部長

市川　寿秀

理事・経理部長

大橋　保

理事・事業部長

加藤　智範

理事・広報部長

高見　大介

理事・学術部長

小林　英樹

理事・介護保険部長

中村　公昭

監事

今井　達栄

監事

佐藤　清美

【相談役】

阿部　松雄

北村　　公

大竹　　繁
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総務部
部長 丸山　　智

網紀委員会 委員
渡辺　雅人

部員
加藤　智範 小林　二良

森　賢太郎

経理部 部長 大橋　　保

保険部
部長 市川　寿秀

保険委員会 委員
増田　充朗

部員
中村　公昭 間島　大樹
小林　英樹 平方　　智

事業部
部長 加藤　智範 柔　　　道

ス ポ ー ツ
委　員　会

委員
牛木　幹人

部員
丸山　　智 星名　豪紀
中村　公昭 西山　　健

広報部
部長 高見　大介

広報委員会 委員
茂野　浩祥

部員
大橋　　保 佐藤　大輔

近藤　貴司

学術部
部長 小林　英樹

学術委員会 委員
金谷　隆史

部員
大橋　　保 早川　雅成

和田　浩一

介護保険部
部長 中村　公昭

介護委員会 委員
大竹三栄子

部員
市川　寿秀 嶋田　　水

中條　貴之

上越ブロック（ブロック長　加藤　智範）
上越地区 地区長 田中　公彦

中越ブロック（ブロック長　大橋　　保）
長岡地区

地区長
鹿島　太一

魚沼地区 佐藤　大輔

下越ブロック（ブロック長　中村　公昭）
新潟東地区

地区長

中條　貴之
新潟西地区 五十嵐　寛
佐渡地区 佐藤　浩司
県央地区 栁原　晃平
県北地区 引野　晃一
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　５月10日㈯妙高市文化ホールにおいて「妙高市制施行20周年記念式典」が挙行されました。その際
に、介護認定審査委員としての功労が認められ、本会の市川　寿秀 会員が市政功労者表彰を受けま
した。平成17年４月から今日まで20年以上、妙高市の介護認定審査委員に委嘱されており、現在、介
護認定審査会副会長に就任しています。

　６月15日㈰午前10時から、新潟県柔道整復師会館４階会
議室において、理事８名、地区長６名、委員会委員16名が
出席し、初めてZoomを使用したWeb配信で地区長・各委員
会委員委嘱状交付式が開催されました。

次第
１．開会あいさつ
２．委嘱状交付
３．令和７年度事業運営方針説明

　金子会長の挨拶では、会員が減少しているので会員を増
やしたい、柔道整復療養費の引き上げをしてもらいたいと
のお話がありました。
　その後、丸山副会長により委嘱された委員に対して就任
の意思が確認され、全員就任を承諾しました。
　また、各部長より今年度の事業運営方針の説明があり、
無事に終了いたしました。

市川　寿秀 会員　市政功労者表彰受賞市川　寿秀 会員　市政功労者表彰受賞

委嘱状交付

Web配信の様子

地区長・各委員会委員委嘱状交付式(Web開催)地区長・各委員会委員委嘱状交付式(Web開催)
広報部長　高見　大介広報部長　高見　大介
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　12月11日㈭午前９時から新潟県庁舎において、「重点支援地方交付金による物価高騰対策支援につ
いて」の要望書を新潟県 花角　英世 知事（代理：福祉保健部 中村　洋心 部長）に本会の金子　益
美 会長、丸山　智 副会長、田中　俊三 事務局長および新潟県柔道整復師会事業促進議員連盟 幹事
長の皆川　雄二 先生、事務局長の与口　善之 先生と共に強く要望し、提出されました。

【 要望内容 】
・健康保険（公定価格）によって経営する柔道整復師施術所においては、他の業種とは異なり価格転

嫁を行うことができないこと。
・新潟県においては、令和５年度から令和７年度に「新潟県社会福祉施設及び医療機関等原油・原材

料価格高騰等対応設備導入緊急支援事業」として、省エネルギー設備の導入支援を行っていただ
きましたが、現在の消費者物価指数の光熱費等の伸び率からして短期的に収まる見込みが低く、
高止まりが続く可能性があり、省エネ設備導入だけでは対応しきれない厳しい状況であること。

・公益社団法人新潟県柔道整復師会会員の令和６年の療養費収入状況を提示し、柔道整復業務だけで
は生活がかなり厳しい状況であること。

・政府では令和７年11月28日に物価高騰対策等を盛り込んだ令和７年度補正予算(案)を閣議決定し、 
医療機関等に対して報酬改定の時期を待たず、前倒しで補助金を「医療・介護等支援パッケージ」
及び 「重点支援地方交付金」として緊急措置することが盛り込まれたこと。

・重点支援地方交付金の活用事例で柔道整復施術所も対象となる旨が明記されたこと。

広報部員　大橋　保広報部員　大橋　保

「重点支援地方交付金による物価高騰対策支援について」要望書提出「重点支援地方交付金による物価高騰対策支援について」要望書提出

要望書提出 中村　洋心 部長と金子会長
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　10月13日(月・祝)新潟市万代市民会館６階 多
目的ホールにおいて、会員127名が出席し、午
後１時から令和７年度保険取扱研修会が開催さ
れました。
　例年はワイシャツ姿が目立つ会場でしたが、
朝晩は肌寒く感じるようになり、秋の深まりと
ともに服装に変化がみられる時期での研修会で
した。

【保険取扱研修会】
（１）   関東信越厚生局新潟事務所

演題
  「柔道整復師の施術に関する制度について」
　指導課長　　　　　　　　     野本　一浩 様

（２）   全国健康保険協会新潟支部

演題
 「療養費請求と協会けんぽの取り組みについて」
　業務グループ長　　  　 　     礒野　寧宏 様

（３）   新潟県国民健康保険団体連合会

演題
 「新潟県国民健康保険団体連合会における療養
　費請求等の状況について」
　審査業務第二課課長　　　　  熊倉　　篤 様
　審査業務第二課第一係係長　  金子　邦彦 様

【本会保険取扱研修会】

演題
  「広告ガイドラインついて」
　　　　　　　　　　　  市川　寿秀 保険部長

【閉会の挨拶】
　関東信越厚生局新潟事務所、全国健康保険協
会新潟支部、新潟県国民健康保険団体連合会の
皆様、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　この度、日々変化する保険取扱について直接
ご指導をいただく機会に恵まれ、心より感謝申
し上げます。
　新潟県柔道整復師会会員一同、業務に精進し
てまいりたいと思います。

広報部長　高見　大介広報部長　高見　大介

令和７年度 保険取扱研修会令和７年度 保険取扱研修会
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　２月９日㈰午後１時から、新潟県柔道整復師会館４階会議室においてZoom形式のオンラインを使
用し、 2024年度第４回指導者養成講習会「フォローアップ講習」が開催されました。当日は、大雪の
影響もあり、本会からは「匠の技 伝承」プロジェクト担当指導員（小林　英樹 会員）１名が受講い
たしました。

【整復・固定施術技術実習】
　肩甲上腕関節脱臼の整復固定法
　講師　　　　　　　　山　口　登一郎

【超音波観察装置取扱技術実習】
　肩関節周囲の基本的な描出方法の確認
　講師　　　　　　　　小　野　博　道
　肩甲上腕関節脱臼の合併症（エコー画像）

　４月13日㈰午前９時30分から公益社団法人日本柔道整復師会館（東京都）において、「匠の技 伝承」
プロジェクト2025年度第１回指導者養成講習会（対面による指導者評価確認）が開催され、プロジェ
クト担当指導員 金谷　隆史 会員、和田　浩一 会員が受講いたしました。

【重点部位】　①手指の骨折・脱臼　②足趾の骨折・脱臼

＜午前の部＞
【実技評価ポイント解説】
　整復・固定技術ポイント解説 
　講師　　　　　　山　口　登一郎
　エコー画像描出操作ポイント解説
　講師　　　　　　小　野　博　道

【合同実技実習】
　固定材料作り・実習・評価確認シミュレーション 
　※サポート講師 
　整復・固定操作技術　…　森川、徳山、金子、山口、篠、森田 各講師
　エコー画像描出　　　…　小野、坂本、島本、川村 各講師  
＜午後の部＞

【指導者評価確認】
　整復固定操作と超音波画像描出の評価確認（日整水準） 
　金谷　隆史 会員　…　第５中足骨骨折、足趾骨折
　和田　浩一 会員　…　第５中手骨骨折、手指PIP損傷、マレットフィンガー

2024年度第４回指導者養成講習会「フォローアップ講習」

2025年度第１回指導者養成講習会（指導者評価確認講習会）

2024年度・2025年度
「匠の技 伝承」プロジェクト 指導者養成講習会
2024年度・2025年度

「匠の技 伝承」プロジェクト 指導者養成講習会 学術部長　小林　英樹学術部長　小林　英樹
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　11月30日㈰午後１時から、新潟県柔道整復師会館４階会議室においてZoom形式のオンラインを使
用し、2025年度第３回指導者養成講習会「フォローアップ講習」が開催されました。本会からは「匠
の技 伝承」プロジェクト担当指導員（小林　英樹 会員・金谷　隆史 会員・早川　雅成 会員・和田
浩一 会員）４名が受講いたしました。今回本県は実技発表を行い足関節は和田会員、顎関節は金谷
会員がそれぞれ発表し指導者の先生より高評価を頂きました。

【超音波観察装置取扱技術実習】
　足周辺の骨折
　講師　小　野　博　道・川　戸　典　知
　　　　※エコー観察方法の再確認、座学、実習

【整復・固定施術技術実習】
　足周辺の骨折
　講師　山　口　登一郎
　　　　※整復・固定法の再確認、座学、実習

【整復・固定施術技術実習】
　顎関節脱臼
　講師　山　口　登一郎
　　　　※整復・固定法の再確認、座学、実習
　　　　※第２回は西日本の24社団にて行われたので本県は不参加でした。

2025年度第３回指導者養成講習会「フォローアップ講習」
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　10月５日㈰午前10時から新潟県柔道整復師会館４階会議室において、24名（会員18名　会員外６名）
が参加し、第２回日整『匠の技』技術講習会が開催されました。

　公益社団法人日本柔道整復師会では、「柔道整復術公認100年記念」の一環として、日本伝統医療継
承による骨折、脱臼の徒手整復・固定、後療及び超音波観察装置（エコー）実技研修を各地域で行い、
確かな知識と技術を継承し後世に伝承できる柔道整復師の育成を目指した指導者養成講習会を2021年
度から行ってきました。
　「匠の技 伝承」プロジェクトでは、柔道整復技術の標準化を目指しています。医科では標準治療が
確立され、どこの医療機関に於いても標準的な治療を受けることができます。
　本会においても、どこの接骨院でも標準的な施術を提供する事を目標として取り組んでおります。
　昨年度より、各県にて会員に向けての講習がスタートし、本県では第１回日整『匠の技』技術講習
会として橈骨遠位端骨折の講習を柏崎・新潟会場で実施しました。

日整『匠の技』技術講習会（第２回）開催日整『匠の技』技術講習会（第２回）開催
広報部長　高見　大介広報部長　高見　大介
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　金子会長の挨拶、長尾会長のビデオメッセージから始まりました。続いて、肩甲上腕関節脱臼の解
説、肩関節の解剖・触診・合併症等の動画研修ののち、超音波観察装置の観察法についての実技が行
われました。
　昼休憩を挟んで午後は、肩甲上腕関節脱臼の整復法と固定法の講習でした。会員研修用標準テキス
トに沿ってPowerPointによる座学ののち、肩甲上腕関節脱臼の固定具を作成しました。
　その後、指導者によりヒポクラテス踵骨法で整復、麦穂帯での包帯固定が実演されたのち、二人一
組になって整復・固定の実技が行われました。背臥位の患者に接して座り、踵及び足の外側縁を患側
腋窩に当て肩甲骨を固定、両手で前腕部を握り、徐々に外転・外旋位に末梢牽引、同時に足底部を入
れて牽引し、足底部を支点として内転・内旋して整復。そして、腋窩に枕子を入れ作成した厚紙副子
を当て、麦穂帯を用いて上腕を体幹に固定するように巻き、前腕を三角巾で吊るところまでを指導員
の方々の丁寧な指導のもと実技が行われました。

【講義内容】

～超音波観察装置の観察法～
①　触診の確認
②　腱板と大結節の観察法
③　結節間溝の観察法
④　上腕骨骨頭後方関節面の観察法

【講師】 　小林　英樹 学術部長 　金谷　隆史 指導員 　早川　雅成 指導員 　和田　浩一 指導員

～整復法・固定法～
①　会員研修用標準テキストに沿って
　　PowerPointによる座学
②　肩甲上腕関節脱臼固定具の作成
③　ヒポクラテス踵骨法・肩関節麦穂帯固定の実演
④　合同演習 受講者の実技及び指導員による指導



18 公益社団法人 新潟県柔道整復師会機関誌 新整広報 No.55

　４月６日㈰柏崎文化会館アルフォーレ、４月27日㈰新潟県柔道整復師会館において、午前10時から
運動器超音波解剖～下肢編～ワークショップが開催されました。
　基本的な組織の描出方法から、臨床にて遭遇することの多い傷害の見方、パルスドプラによる血流
速度の計測まで行いました。超音波観察装置も柏崎会場は株式会社トーク様、株式会社ライズ様、新
潟会場は株式会社エス・エス・ビー様のご協力により、我々が扱う最高機種から汎用機まで各種提供
して頂きました。
　柏崎会場　10名
　新潟会場　20名

【内　容】

　下肢各組織の基礎的観察方法、下行膝動脈血流速度測定、踵骨下脂肪体圧縮率測定、組織滑走性の
確認等（股関節・ハムストリング・ダイレクトア－ム・MME_FADPAD・総腓骨神経・足根管・リ
スフラン関節・ATFL）

【講　師】   　小林　英樹 学術部長　　大橋　　保 学術部員
  柏崎会場 　金谷　隆史 学術委員
  新潟会場 　早川　雅成 学術委員　　和田　浩一 学術委員

新潟会場 柏崎会場

運動器超音波解剖～下肢編～ワークショップ(柏崎・新潟)運動器超音波解剖～下肢編～ワークショップ(柏崎・新潟)
広報部員　大橋　保広報部員　大橋　保
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　６月28日㈯午後１時15分から、福井県・福井県立武道館 大道場において、第45回日本柔道整復師
会北信越ブロック柔道大会福井大会2025が年代別で６年ぶりに開催されました。
新潟県の試合結果は以下の通りです。

【監督・出場選手】

　　監　　督   加藤   智範  （五段）
　　50歳以上   古谷   富治  （六段）
　　40歳代      牛木   幹人  （六段）
　　30歳代      小堺健四朗  （三段）

【50歳以上】

　古谷選手右組み、小倉選手右組み、序盤から古谷選手は左右の背負い投
げ、巴投げを繰り出すも相手も負けじと応戦。中盤の膠着状態の末に古谷
選手に指導、その後に一瞬の虚を突く小倉選手の隅返により技ありを決め
られ時間切れとなる。

【40歳代1回戦】

　牛木選手左組み、坂口選手左組み、開始早々熾烈な組み手争いの末に坂
口選手がバランスを崩しうつ伏せ状態へ、すかさず引き起こしながら返し
横四方固めにて抑え込み一本。

【40歳代決勝戦】

　牛木選手左組み、土屋選手左組み、組み手争いからお互いに指導を受け
る。背負い落としと背負い投げの攻防、二度の中断をはさみ終始お互いに
攻め続けましたが決着つかず、判定負け。

【30歳代】

　小堺選手右組み、窪田選手右組み、積極的に足技を出すも小内刈りを出
足払いで返され技ありを取られる。その後、大外刈りで果敢に攻めるも潰
され、縦四方固めで敗戦。

第45回日本柔道整復師会北信越ブロック柔道大会福井大会第45回日本柔道整復師会北信越ブロック柔道大会福井大会
広報部員　大橋　保広報部員　大橋　保

新　　潟　　県 勝負 内    容 勝負 富　　山　　県

牛　木　幹　人（六段） ○ 横四方固 △ 坂　口　貴　彦 （六段）

新　　潟　　県 勝負 内    容 勝負 長　　野　　県

牛　木　幹　人（六段） △ 判定 ○ 土　屋　　歩 （五段）

新　　潟　　県 勝負 内    容 勝負 石　　川　　県

小　堺 　健四朗 （三段） △ 縦四方固 ○ 窪　田　和　樹 （五段）

新　　潟　　県 勝負 内    容 勝負 石　　川　　県

古  谷  富  治 （六段） △ 隅返 ○ 小　倉　弘　行 （五段）
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６月29日㈰午前９時30分から、福井県福井市の
ザ・グランユアーズフクイにおいて公益社団法人
日本柔道整復師会主催の第45回北信越学術大会福
井大会が開催されました。
　本会からは、關　満彦 会員が学術発表いたし
ました。また、学術功労賞表彰（３回発表）として、
本会の大橋　保 会員が表彰されました。

《特別講演》

演　題　「知って得する　救急のピットフォール」
講　師　福井大学医学部附属病院救急科        
　　　　総合診療部 教授 　　　林　寛之 先生

《日整学術教育部からのお願い》

公益社団法人日本柔道整復師会
　　　　学術教育部長　　　　　　　徳山　健司
　　　　匠ＰＴ 　　　　　　　　　 小野　博道

《ワークショップ

　　　　　（整復固定・超音波観察装置について）》

公益社団法人福井県柔道整復師会　
　　　　エコー担当　　　　　  　　 糀谷　大和
　　　　実技担当   　　西野　功軌・伊原　慶一
公益社団法人日本柔道整復師会
　　　　匠ＰＴ　　　   山口登一郎・小野　博道

林　寛之 先生（上）と特別講演会場の様子（下）

ワークショップの様子（上・下）

 第45回日本柔道整復師会北信越学術大会福井大会 第45回日本柔道整復師会北信越学術大会福井大会
広報部員　大橋　保広報部員　大橋　保

会場のザ・グランユアーズフクイ
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《会員発表》

実技発表 （長野県）
演　題「私が行う肩関節脱臼の整復(スキー場の応
　　  　 急処置体験)」
発表者　　　　　　　　　　　  井出　和光 会員
座　長　　　　　　　　　　　  古岩井裕之 会員

学術発表

【第一席】 （石川県）
演　題「棒体操　伸ばす・ほぐす」
発表者　　　　　　　　　　  　高熊　二夫 会員
座　長　　　　　　　　　　  　西　　剛志 会員

【第二席】（富山県）
演　題「膝関節痛に対する術者胸部でのKicking 
　　　　Resistance Movement」
発表者　　　　　　　　　　　  水野　克彦 会員
座　長　　　　　　　　　　  　森田　　満 会員

【第三席】（新潟県）
演　題「整骨院における拡散型(ラジアル)体外　
　　  　衝撃波Ｒ-ＳＷの有用性 ～疲労性骨折へ
　　　  のアプローチ４例の治療成績～」
発表者 　　　　　　　　　　   關　　満彦 会員
座　長　　　　　　　　　　  　小林　英樹 会員

【第四席】（長野県）
演　題「通所型サービスＡ-１事業における当院の
　　　  取り組みについて」
発表者 　　　　　　　　　  　 清水　仁美 会員
座　長　　　　　　　　　  　　原　翔一郎 会員

【第五席】（福井県）
演　題「左手第２指基節骨骨折から早期競技復帰
　　　  した一症例について」
発表者 　　　　　　　　  　　 齋藤　和利 会員
座　長　　　　　　　　　  　　糀谷　大和 会員

關　満彦 会員

会員発表の様子

小林座長　 關会員　 大橋会員　金子会長

発表者表彰
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　７月27日㈰午前９時から、上越市の新潟県立武道館「謙信公武道館」において、本会主催県下少年
柔道大会および形競技会が開催されました。
　県内各地より柔道大会28団体95名、形競技会４団体６チーム12名、合計107名の選手が参加し、11
月に講道館で開催される全国大会の県代表の座をかけて、熱戦が繰り広げられました。
　気温34.7℃と猛暑日に迫る暑さの中、選手や保護者並びに大会関係者のご協力により、熱中症や大
きな怪我もなく無事に大会を終えることができました。ありがとうございました。

広報部長　高見　大介広報部長　高見　大介

第36回 新潟県柔道整復師会県下少年柔道大会
第14回 新潟県柔道整復師会県下少年柔道形競技会
第36回 新潟県柔道整復師会県下少年柔道大会
第14回 新潟県柔道整復師会県下少年柔道形競技会
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少年柔道大会　結果

小学４年生の部
　優　勝　若槻　大支（新潟中央柔道少年団）
　準優勝　田邊　翔理（白根柔道連盟鳳雛塾）
　第３位　石舘　にこ（燕柔道スポーツ少年団）

小学５年生の部
　優　勝　馬場にい菜（新潟中央柔道少年団）　
　準優勝　花木　亮太（白根柔道連盟鳳雛塾）
　第３位　五井　蒼祐（長岡市柔道教室）
　第４位　今井　量太（新潟中央柔道少年団）

小学６年生の部
　優　勝　山田健志朗（白根柔道教室外川柔道場）
　準優勝　若槻　匠吾（新潟中央柔道少年団） 
　第３位　渡邉　美心（新潟中央柔道少年団）
　第４位　横田　亜樹（上越柔道クラブ）

少年柔道形競技会　投の形　結果

優　勝　小須戸柔道連盟
　　　　取：池上　寛大
　　　　受：池上こころ
準優勝　長岡市柔道教室A
　　　　取：土江　彩日
　　　　受：中村　美翼
第３位　白根柔道連盟鳳雛塾A
　　　　取：齊藤　美来
　　　　受：矢部　陽彩

小学４年生の部・入賞者

小学５年生の部・入賞者

小学６年生の部・入賞者

形競技会・入賞者
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　晴天に恵まれた11月16日㈰、全国より少年柔道大会48チーム、形競技会47チーム、７年ぶりの開催
となった会員大会11チーム、高段者大会23名、総勢390名の選手が柔道の聖地「講道館」に集結し全
国大会が開催されました。
　当日のスケジュールは、５階道場で午前に高段者大会、午後に会
員大会が行われ、７階大道場で午前に少年柔道大会、午後に形競技
会が行われました。
　７階大道場に少年柔道大会出場選手全員が整列し、午前８時30分
の開会宣言で全国大会がスタートしました。長尾　淳彦 大会会長
より「選手が気持ちよく試合ができるように、昨日は多くの方々に
夜半まで準備していただいた。そのような方々がいることに感謝し、
怪我なく大会が行われることを願う。柔道の聖地講道館で試合がで
きることを思い出として残していただきたい。」と挨拶がありまし
た。
　少年柔道大会はトーナメント戦で行われ、新潟県団体チームは１回戦で鹿児島県と対戦しました。
先鋒戦、次鋒戦、中堅戦は先に技を仕掛け前に出る積極的な柔道で善戦したものの惜しくも敗れまし
た。副将戦は引き分け、大将戦は押さえ込みで一本勝ちを収め大将としての意地を見せてくれました
が、対戦成績１対３で残念ながら初戦敗退となりました。
　午後からの形競技会は最初に４ブロックに分かれ予選を行い、各ブロック上位２チームが決勝に進
み再度「投の形」を演武し順位を競います。新潟県形チームはBブロックの12チームによる予選に臨
みました。自信に満ちた投の形を披露し予選得点「74.3点」でBブロックの１位となり、予選敗退だっ
た昨年の雪辱を果たし決勝進出を決めました。各ブロックを勝ち上がった８チームによる決勝では

「74.5点」と予選の得点を上回る素晴らしい形を披露し、見事本県初の入賞「第３位」に輝く快挙を成
し遂げました。本当におめでとうございました！！
　５階道場で実施された高段者大会には、本県から柏崎市の桑名　和行 会員が六段の部に出場しま
した。前月に体調を崩し思うように稽古ができなかったことが影響し、残念ながら一本負けの成績で
した。会員大会は本県からの出場選手はいませんでしたが、北信越チームは第３位の成績を収めました。
　また、新潟市の古谷　富治 会員が審判員として参加し、少年柔道大会と会員大会において大役を
務められました。全国大会に出場した選手、関係者の皆さん大変お疲れ様でした。

第34回日整全国少年柔道大会・第15回日整全国少年柔道「形」競技会
第44回日整全国柔道大会・第6回全国柔道整復師高段者大会
第34回日整全国少年柔道大会・第15回日整全国少年柔道「形」競技会
第44回日整全国柔道大会・第6回全国柔道整復師高段者大会

事業部長　加藤　智範事業部長　加藤　智範
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（小須戸柔道連盟）
監　督　　　　長澤　美希
　取　　　　　池上　寬大
　受　　　　　池上こころ

【予選Bブロック結果】

取　池上　寬大 選手

　去年は予選３位だったけど、今年は決勝で３
位というすごい結果だったので良かったです。
本当に楽しい全国大会になりました。

受　池上こころ 選手

　去年は決勝に行くことができなかったけど、
今年は全国３位になれました。去年の経験と先
生の指導のおかげで決勝にも出て全国３位にな
れたけど、１位を取れなくてくやしかったです。
この経験を生かして、これからも柔道をがんば
りたいです。

第15回日整全国少年柔道「形」競技会

順序 チーム 得点 順位

1 青　森　県 ６３.４ 7

2 広　島　県 ６６.１ 5

3 香　川　県 ７０.２ 4

4 京　都　府 ６０.９ 9

5 岐　阜　県 ５８.６ 11

6 鳥　取　県 ７０.７ 3

7 秋　田　県 ５９.８ 10

8 滋　賀　県 ７３.９ 2

9 鹿 児 島 県 ５２.０ 12
10 新　潟　県 ７４.３ 1

11 神 奈 川 県 ６５.９ 6

12 山　口　県 ６３.２ 8

順序 チーム 得点 順位

1 兵　庫　県 ７４.７ ２

2 大　阪　府 ７３.０ ４
3 新　潟　県 ７４.５ ３

4 高　知　県 ７２.４ ５

5 滋　賀　県 ７０.８ ６

6 宮　崎　県 ７０.３ ７

7 東　京　都 ７５.２ １

8 岡　山　県 ７０.３ ７

【決勝結果】
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第34回日整全国少年柔道大会
監　督　牛木　幹人 会員（上越市）
コーチ　加藤　智範 会員（上越市）
　　　
大　将　山田健志朗（白根柔道教室外川柔道場）
副　将　若槻　匠吾（新潟中央柔道少年団）
中　堅　花木　亮太（白根柔道連盟鳳雛塾）
次　鋒　馬場にい菜（新潟中央柔道少年団）
先　鋒　若槻　大支（新潟中央柔道少年団）

先鋒　若槻選手

　負けたけど自分にはいい経験だったと思いま
す。
次鋒　馬場選手

　県で通用していた技を全国大会で使ってみた
けど、まだまだだなと思いました。練習してい
た技が出せなくてくやしかったです。
中堅　花木選手	
　県で強くても全国ではまだまだだから、来年
はさらに努力して勝ちたいです。
副将　若槻選手

　相手がしゃがみ背負いをすることは分かって
いたのに、体があまり動かなかった。アップ、
組み手、技を練習して全国でも勝てる柔道がで
きるように練習に臨みます。
大将　山田選手

　最後の全国大会で負けてしまって悔しかった
けど楽しかった。中学に行ったら柔道を続ける
か分からないけど、今日の負けを生かして強く
なりたい。

新潟県 内容 鹿児島県

大将 山　田 ○ 横四方固 △ 上　原

副将 若　槻 × 引き分け × 上川畑

中堅 花　木 △ 内　　股 ○ 吉　永

次鋒 馬　場 △ 合わせ技 ○ 久保田

先鋒 若　槻 △ 合わせ技 ○ 末　原

六段の部　桑名　和行（新潟県） △　払腰　〇 塩谷健一郎（埼玉県）

第６回全国柔道整復師高段者大会
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　４月19日㈯午後４時から上越市のホテルハイマートにおいて春季
学術研修会が開催されました。
　学術研修会では行政書士 森腰　淳 先生から「被害者請求」等に
関してのお話をいただき、田中　公彦 地区長からは労災病院の閉
院に伴い他の病院への患者紹介の説明がありました。
　例年と違って少し肌寒く感じ、桜が散り始めましたが、先生方は
熱心にお話を聞いておられ幸先がよい研修会となりました。

【参加会員数】　43名

【会員研修会】

司会　　　　　　　　　　　　　　　　  田中　公彦 地区長
事業報告・事業計画　　　　　　　　　  加藤　智範 ブロック長
会計報告　　　　　　　　　　　　　　  霜鳥　秀幸 会員
保険取扱等　　　　　　　　　　　　　  市川　寿秀 保険部長

【学術研修会】
ブロック長挨拶　　　　　　　　　　　  加藤　智範 ブロック長
演題　「交通事故の自賠責保険施術について」
講師　行政書士森腰淳法務事務所　　　  森腰　　淳 先生

【懇親会】
ブロック長挨拶　　　　　　　　　　　  加藤　智範 ブロック長
乾杯　行政書士森腰淳法務事務所
　　　代表行政書士　　　　　　　　　  森腰　　淳 先生
万歳　　　　　　　　　　　　　　　　  市川　寿秀 副会長

令和７年度 上越ブロック春季学術研修会令和７年度 上越ブロック春季学術研修会
広報委員　横川　　司広報委員　横川　　司

加藤　智範 ブロック長乾杯研修会の様子

森腰　淳 先生

執行部報告

田中　公彦 地区長
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　12月13日㈯午後４時から上越市ホテルハイマートにおいて学術研修
会及び懇親会が開催されました。
　会員研修会では市川　寿秀 保険部長から、マイナ保険証移行や、保
険請求における昨今の動向を中心とした保険取り扱い等についてのお
話でした。学術研修会では上越地域医療センター病院整形外科部長 
小坂　泰啓 先生から「骨粗鬆症」という演題でご講義をいただき、骨
の解剖生理学から骨粗鬆症のメカニズムや認知症との関連性、転倒の
予防等のお話で貴重で大変有意義な研修会となりました。

【参加会員数】　35名

【会員研修会】

　司会　　　　　　　　　　　　　　　　  田中　公彦 地区長
　演題　「保険取扱い等について」　　　   市川　寿秀 保険部長

【学術研修会】

　ブロック長挨拶　　　　　　　　　　　  加藤　智範 ブロック長
　演題　「骨粗鬆症について」
　講師　上越地域医療センター病院 整形外科部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  小坂　泰啓 先生

【懇親会】　　　来賓紹介とご挨拶
　上越地域医療センター病院 整形外科部長 小坂　泰啓 先生
　上越市　市長　　　　　　　　　　　　  小菅　淳一 様
　上越医師会　会長　　　　　　　　　 　 高橋　慶一 先生
　前衆議院議員　　　　　　　　　　　 　 高鳥　修一 様
　新潟県議会議員　　　　　　　　　　 　 楡井　辰雄 様
　新潟県議会議員　　　　　　　　　　 　 斎京　四郎 様

　乾杯　　　　　　　　　　　　　　　　  小菅　淳一 上越市長
　中締め　　　　　　　　　　　　　　　  高鳥　修一 前衆議院議員
　万歳　　　　　　　　　　　　　　　　  市川　寿秀 副会長

令和７年度 上越ブロック年末学術研修会令和７年度 上越ブロック年末学術研修会
広報委員　茂野　浩祥広報委員　茂野　浩祥

会場の様子

小坂　泰啓 先生

小菅　淳一 上越市長

乾杯の様子

高鳥　修一 前衆議院議員

中締めの様子
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　12月13日㈯午後３時から長岡市シティホールプラザ アオーレ
長岡市民交流ホールＤにおいて、保険研修会と学術研修会が開催
されました。
　会員研修会では、金子　益美 会長から柔道整復師の業界動向に
ついてのお話し、小林　英樹 理事から最近の返戻事例や労災請求
時の注意点など詳しくご講義いただきました。
　学術研修会では、立川　厚太郎 先生より肩関節の構造から解剖
まで詳しくご説明いただき、腱板断裂の徒手検査法などをご講義
いただきました。

【参加会員数】　33名
　司会　　　　　　　　　　　　　　　  鹿島　太一 地区長
　開会の辞　　　　　　　　　　　　　  大橋　　保 ブロック長
　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　  金子　益美 会長

【会員研修会】

　演題　「柔道整復師業界の動向について」
　金子　益美 会長　　　

　演題　「保険取扱い等について」
小林　英樹 理事　　　

【学術研修会】

　演題　「肩関節の機能解剖と臨床での診かた
　　　　　　　　　　（ポイントと落とし穴）」
　講師　中越ブロック学術顧問
　　　　　医療法人　晴生会　介護老人保健施設
　　　　　葵の園・長岡施設長 医学博士  立川厚太郎 先生
　閉会の辞　　　　　　　　　　　　　  大橋　　保 ブロック長

令和７年度 中越ブロック年末学術研修会令和７年度 中越ブロック年末学術研修会
広報委員　佐藤　大輔広報委員　佐藤　大輔

小林　英樹 理事

大橋　保 中越ブロック長

金子　益美 会長

立川　厚太郎 先生会場の様子
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　12月21日㈰午前10時から新潟県柔道整復師会
館４階会議室において下越ブロック研修会が開
催されました。

【出席会員】 26名
　司会　　　　　　　  高見　大介 理事　　　
　　
　開会挨拶　　　　　  中村　公昭 ブロック長

【会員研修会】

　演題　「柔道整復師業界の動向について」
　講師　　　　　　　  金子　益美 会長
　演題　「保険取扱いの注意点」
　講師　　　　　　　  市川　寿秀 保険部長

【学術研修会】

　演題　「医接連携が目指すもの」
　講師　新潟臨港病院  麻酔科
　　　　　　　　　  　權　　斎増 先生
　謝辞　　　　　　　  中村　公昭 ブロック長

　当日は多数の会員に出席いただきました。
　金子　益美 会長より「柔道整復師業界の動
向について」市川　寿秀 保険部長より「保険
取扱いの注意点」のお話の後、新潟臨港病院麻
酔科の權　斎増 先生より「医接連携が目指す
もの」の演題でご講演をいただきました。痛み
で困っている患者様に最善のサ－ビスを提供す
るには医接連携が必要という非常に心強いお言
葉を頂きました。
　その後、新潟第一ホテルにてブロックの忘年
会が新潟市議会議員の内山　航 様をお迎えし、
盛会裏に開催されました。

令和７年度 下越ブロック年末学術研修会令和７年度 下越ブロック年末学術研修会
広報委員　近藤　貴司広報委員　近藤　貴司

金子　益美 会長

權　斎増 先生

全体写真
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　上越ブロック内３市において各市役所関係各課との研修懇談会が開催されました。各会場とも情報
交換、活発な意見交換ができ大変有意義な研修懇談会となりました。

○上越市関係各課との研修懇談会

11月１日㈯午後５時から　 上越市「ホテルハイマート」　【参加会員数】19名
【講師及び講演内容】
健康福祉部　　　　部長 　星野　悟史 様　　
福祉課　　　　　副課長 　和栗　康俊 様　　「令和７年度上越市障害者自立支援協議会ついて」
高齢者支援課　　　課長 　太田　貫治 様　　「健康とくらしの調査結果」
健康づくり推進課　課長 　南雲　一弘 様　　「上越市第２健康増進計画

～健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指して～」
国保年金課　　　副課長 　岡　　薫　 様　　「上越市の疾病別医療費等の状況と今後の課題」

○柏崎市関係各課との研修懇談会

11月８日㈯午後２時から　柏崎市「元気館」　【参加会員数】９名
【講師及び講演内容】
健康推進課　　　　課長 　坪谷　町子 様　　「新・健康みらい柏崎21素案」
国保医療課　　　　課長 　椿　勇一郎 様　　「国保医療課業務について」　
介護高齢課　　　　課長 　武元　俊也 様　　「柏崎市の高齢者福祉・介護保険等の状況」
福祉課　　　　　　課長 　元井　恵子 様　　「柏崎市の社会福祉」

○妙高市関係各課との研修懇談会

11月８日㈯午後５時から 　妙高市「割烹やまと」　【参加会員数】５名
【講師及び講演内容】
健康保険課　　　　課長 　保坂あかね 様　　「妙高市国民健康保険の概要について」
福祉介護課　　　　課長 　田中かおる 様　　「妙高市介護予防事業について」　

令和７年度 上越ブロック関係各課との研修懇談会令和７年度 上越ブロック関係各課との研修懇談会
上越ブロック長　加藤　智範上越ブロック長　加藤　智範

妙高市柏崎市上越市
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　10月19日㈰出雲崎町中央公民館および町民体育館・出雲崎町立出雲崎中学校等において、防災関係
機関の連携体制強化および地域住民の防災意識の向上を高めるとともに、令和６年能登半島地震の課
題を踏まえた「地震・津波等避難対策」「孤立地域対策」「避難所等運営対策」に係る実践的な総合訓
練が実施されました。
　新潟県佐渡沖でマグニチュード７．５の地震が発生し、出雲崎町では震度６強を観測し、津波警報
が発表された想定で実施されました。
・シェイクアウト訓練（各世帯など）･･･安全行動の1-2-3の実施（まず低く、頭を守り、動かない）
・津波避難訓練（町沿岸部全域）
・避難所開設・運営訓練（町民体育館）
・孤立集落想定した航空機及びドローン関係の訓練運用
　本会からは２名が参加し、日本赤十字社と共にDMATの医師の指示のもと、２名の負傷者に対し
医療支援訓練を実施いたしました。

【参加会員】　鹿島　太一　 波形　洋行

【負傷者への対応】

①　肘関節脱臼　･･･　整復及び固定
②　足関節捻挫　･･･　包帯固定

足関節の包帯固定

肘関節脱臼整復後の固定負傷者の対応

令和７年度 新潟県・出雲崎町総合防災訓練令和７年度 新潟県・出雲崎町総合防災訓練
長岡地区長　鹿島　太一長岡地区長　鹿島　太一
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　８月30日㈯午前８時30分から上越市柿崎区において、令和７年度上越市総合防災訓練が地域住民約
2000人のほか行政９機関、民間25団体の協力により、残暑の厳しい中で行われました。
　具体的には『８月30日㈯午前８時の大雨に続き土砂災害前触れ注意報が発表されたことを受け、下
黒川地区および７ヶ地区に「警戒レベル３高齢者等避難」を発令している中、上中越沖を震源とする
震度６強の地震が発生。上中下越に「大津波警報」が発表されるとともに、柿崎区山間部で複数個所
の土砂崩れが発生している。また柏崎刈羽原子力発電所では原子炉の炉心冷却機能に異常が生じてい
る。』との想定で実施されました。

【訓練概要】

　①　自然災害と原子力発電所の事故が重なった複合災害の発生時に住民が自ら安全で確実な避難行
　　　動がとれるよう、災害に対する応用力の向上を図るとともに市民の防災意識の高揚を図る。
　②　住民避難にかかる支援体制の確認及び防災関係機関相互の連携と協力体制の維持・強化を図る。

【実施行程】

　８時30分から防災行政無線・エリアメールによる緊急一斉放送にて開始。
　　⑴ 緊急情報一斉伝達訓練
　　⑵ 情報収集訓練
　　⑶ 住民避難訓練
　　⑷ 指定避難所開設
　　⑸ 福祉避難所開設・受け入れ訓練
　　⑹ 指定避難所の運営支援訓練
　　⑺ 住民への避難支援訓練
　　⑻ 救護所開設・運営訓練
　　⑼ 中高層建物からの要救助者救出訓練
　　⑽ 土砂崩れによる孤立住民の救助訓練
　　⑾ 災害支援連携訓練
　　⑿ 防災啓発、各種防災機材及び車両展示、体験訓練等
　　⒀ 終了式典及び反省会
　以上多彩な訓練内容で実施されました。

【活動内容】

　行程⑻の救護所開設・運営訓練に市の健康づくり推進課保健師と協力して想定された傷病者への応
急手当を雑誌・レジ袋・新聞紙・食品ラップ等の災害時に身近にありそうな素材を使って固定をし、
注意点等を住民に説明しながら啓発を行いました。

【参加会員】　田中　公彦

令和7年度 上越市総合防災訓練令和7年度 上越市総合防災訓練
上越地区長　田中　公彦上越地区長　田中　公彦

活動の様子
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　９月21日㈰午前８時から五泉市立村松小学校において第18回「五泉市地域防災訓練」が開催されま
した。本会から、樋口　博則 会員、森　連太郎 会員、森　賢太郎 会員の３名が参加しました。
　午前８時30分、月岡断層帯を震源とする地震（Ｍ７．３）が発生、五泉市周辺の市町村でも大きな
揺れを記録し、市内各地で大きな被害が発生したことを想定しての避難訓練であります。

　午前９時に避難所開設情報が発表され、避難所へ
の避難が開始されました。
・地域住民の避難訓練
・災害車両救出訓練
・ヘリコプターによる救出訓練
・道路復旧訓練
・応急医療訓練
・自衛隊と赤十字による炊き出し訓練
などが行われました。

　本会の活動として、今年度は「左手第２指関節捻挫」「左足関節捻挫」「右前腕骨骨折」「右膝部打撲」
「腰部捻挫」を想定して訓練を行いました。
　毎回、日本赤十字社の方々と連携を取りながらスムーズに訓練を行っています。月岡断層帯は、村
松公園の周辺でも、その断層を確認することができるので、いっそう避難訓練の重要性を感じさせら
れました。
　本年も大変有意義な訓練を行うことが出来ました。

令和７年度 五泉市防災訓練令和７年度 五泉市防災訓練
県北地区　森　賢太郎県北地区　森　賢太郎
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　６月21日㈰柏崎市元気館において「柏崎市歯の健康展」が開催され、新潟県柔道整復師会上越ブロッ
ク 柏崎市の会員で、柔道整復師による相談ブースを出展し、地域住民の皆様を対象とした啓発活動
を行いました。

【参加会員】
　荒井　典一　　桑名　和行　　茂野　浩祥　　治面地　学　　前澤　裕二　　渡辺　雅人

【活動内容】

　・柔道整復師による身体の不調に関する相談対応
　・ストレッチングおよびテーピング体験
　・接骨院の役割や施術内容に関する説明
　これらを通じて、延べ103名の来場者にご利用いただき、地域の皆様より大変ご好評をいただきま
した。柔道整復師の専門と地域における役割を広く知っていただく、貴重な機会となりました。
　今後も地域と連携しながら、柔道整復師としての専門性を活かした健康支援・社会貢献活動を継続
してまいります。

令和７年度 柏崎市歯の健康展令和７年度 柏崎市歯の健康展
広報委員　茂野　浩祥広報委員　茂野　浩祥
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　９月13日㈯、14日㈰午前10時から午後４時までの両日、アオーレ長岡 アリーナにおいて、すこやか・
ともしびまつりが開催されました。今年は、熱中症対策として室内やアリーナを使用しての開催とな
りました。
　中越ブロック長岡地区会員10名が参加。２日間の来場者161名に対し、ストレッチングボード測定
とテーピングを体験していただき、36名の健康相談を受けました。市民に対して接骨院・整骨院の役
割や健康づくりのアドバイスをさせていただきました。

【相談内容】

・腰の痛み（全般）　・腰背部に対するストレッチ　　・テニス肘ゴルフ肘について
・膝の痛み（全般）　・外反母趾から下肢の捻じれの対処について　　 ・突き指のテーピング
・足首の固定テープ指導　　・五十肩のストレッチと運動について　　・腹式呼吸について
・どこに行ったらよいかの相談　　・姿勢について（ストレッチと運動）　　・手指のこわばり
・股関節のリハビリ　　・ふくらはぎの痛み
　など、広く相談されました。

【テーピング】

　指、足首やアキレス腱および膝のテーピング体験
【ストレッチングボード】

　ストレッチングボードの他に、上肢や腰、股関節などのストレッチ方法の指導

【参加会員】

　大橋　　保　　鹿島　太一　　太田　泰弘　　波形　洋行　　池田　孝一　　横山　和雄
　吉原　賢一　　楚山　浩平　　中村　幹宏　　長谷川　慎一

ストレッチングボード体験の様子受付の様子

すこやか・ともしびまつり 2025（長岡市）すこやか・ともしびまつり 2025（長岡市）
長岡地区長　鹿島　太一長岡地区長　鹿島　太一
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　６月８日㈰南魚沼市浦佐八色の森公園を発着点として、第16回南魚沼グルメマラソンが開催されま

した。ハーフマラソンと１/８マラソン（約５キロ）合わせて約3700名のランナーたちが魚沼の早苗

の田園の中を駆け抜けました。ゴール後は「グルメ村」で魚沼産コシヒカリや郷土料理を堪能されて

いました。

　また、今年は参加会員が少ない状況で例年と同じ利用者数への対応に追われ、大変でしたが非常に

やりごたえを感じました。次年度も会員の先生方のご協力をよろしくお願いいたします。

【ブース利用者数】　104名（男性68名、女性36名）

【参加会員】　茂野　浩祥　　小川　　励　　間島　大樹　　佐藤　大輔

第16回 南魚沼グルメマラソン・テーピングブース第16回 南魚沼グルメマラソン・テーピングブース
魚沼地区　佐藤　大輔魚沼地区　佐藤　大輔
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　10月５日㈰午前９時から午後３時まで、柏崎市陸上競技場において、「柏崎市制施行85周年記念第
12回市民大運動会」が第12回市民大運動会実行委員会、柏崎市教育委員会の主催により開催されまし
た。本運動会は５年に１度の頻度で開催されていましたが、前回は新型コロナウイルス流行の影響に
より中止となり、10年ぶりに開催されました。市内から39チームが参加し、延べ4,300名が競技出場
されました。
本会からは救護ボランティアとして上越ブロック　柏崎市から４名の会員が参加しました。
　当日は雨天に見舞われましたが、聖火リレーから始まり、出場者一斉による準備体操は会場の一体
感を感じることができ、圧巻でした。綱引きや玉入れ、障害物競走、リレーなど多彩な種目が行われ、
今大会の目玉競技である「あんパン競走」において、場内は歓声に溢れとても活気に満ちていました。

【救護実績】　
　・左大腿部挫傷（１名）　・左下腿部挫傷（１名）　・右手部の保護（１名）　　計３名

【参加会員】
　治面地　学　　渡辺　雅人　　前澤　裕二　　茂野　浩祥　　（写真順）　　

柏崎市制施行85周年記念 第12回市民大運動会柏崎市制施行85周年記念 第12回市民大運動会
上越地区　茂野　浩祥上越地区　茂野　浩祥

救護所にて救護の様子

あんパンを咥えてゴール!!準備体操
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　８月16日㈯・17日㈰富山県魚津市の魚津桃山運動公園において開催された「第46回北信越国民ス
ポーツ大会」、10月６日㈪・７日㈫滋賀県野洲市の滋賀県希望ヶ丘文化公園において開催された「わ
たSHIGA輝く国スポ2025」の新潟県成年ラグビーチームのトレーナーとして参加してきました。

【北信越国民スポーツ大会の結果】

新潟県 15 ― ０ 福井県　　　新潟県 41 ― ０ 富山県
新潟県 33 ― ５ 長野県　　　新潟県 22 ― 19 石川県

【国民スポーツ大会（国スポ）2025の結果】

予選リーグ　①　　　新潟県 28 ― 17 愛媛県
　　　　　　②　　　新潟県 12 ― 10 大阪府
準々決勝　　　　　　新潟県 12 ― 21 佐賀県
５～７位決定予備戦　新潟県 14 ― 21 愛知県

　北信越国スポは優勝しました。去年に続き国スポでは予選１位通過し、決勝トーナメントに進出し
ましたが、準々決勝で敗退し、順位決定戦に回りました。今年は優勝目指した国スポでしたが７位と
いう成績で終わり、選手も悔しがっていました。また新たな目標を見付けた大会になりました。

「第46回北信越国民スポーツ大会」
「わたSHIGA輝く国スポ2025」成年ラグビー競技トレーナー帯同報告
「第46回北信越国民スポーツ大会」
「わたSHIGA輝く国スポ2025」成年ラグビー競技トレーナー帯同報告

新潟東地区　近藤　貴司新潟東地区　近藤　貴司



40 公益社団法人 新潟県柔道整復師会機関誌 新整広報 No.55

　４月29日、顕著な功績や長年の公務をたたえる春の叙勲が発表され、新潟県内からは80名が受章い
たしました。
　政治や文化など、様々な分野で顕著な功績を挙げた人に贈られる旭日章には28名が選ばれました。
　この度、当会の相談役であります「阿部　松雄 元会長」が元新潟市議会議員として、「旭日小綬章」
を受章されました。

 阿部　松雄 元会長『春の叙勲』受章 阿部　松雄 元会長『春の叙勲』受章

阿部　松雄 先生
誠におめでとうございました。
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　関係機関より審査会や協議会等の委員を委嘱され活動している会員を紹介いたします。

全国健康保険協会新潟支部柔道整復療養費審査委員会審査委員

　　市　川　寿　秀　　　丸　山　　　智　　　小　林　英　樹　　　中　村　公　昭

新潟県国民健康保険柔道整復師施術療養費審査委員会審査委員

　　金　子　益　美　　　丸　山　　　智　　　加　藤　智　範　　　大　橋　　　保

新潟県労働局柔道整復師施術費用審査委員会審査委員

　　市　川　寿　秀　　　丸　山　　　智　　　中　村　公　昭　　

国民健康保険運営協議会委員

　　（上越市）野　﨑　貴　之　　（妙高市）近　藤　千　佳　　（柏崎市）高　橋　真　一

　　（長岡市）大　橋　　　保

地域包括支援センター運営協議会委員

　　（妙高市）加　藤　敦　志

国民保護協議会委員

　　（上越市）加　藤　智　範

地域密着型サービス運営委員会委員

　　（妙高市）加　藤　敦　志　

障害程度区分等審査会審査委員

　　（上越市）大　竹　三栄子

介護認定審査会審査委員

　　（上 越 市）大　竹　三栄子　　　加　藤　智　範　　　霜　鳥　秀　幸　　　草　島　一　寿

　　（妙 高 市）市　川　寿　秀

　　（柏 崎 市刈 羽 郡）高　橋　真　一

　　（糸魚川市）金　子　正　樹

　　（長 岡 市出雲崎町）嶋　田　　　水　　　今　井　達　栄　　　鹿　島　太　一　

　　（燕　 市
弥 彦 村）和　田　浩　一

　　（新 潟 市）鈴　木　久　梓　　　中　村　公　昭　　　佐　藤　清　美　　　安　澤　直　樹

　　　　　　　 中　野　健　一　　　髙　野　一　寿　　　亀　貝　良　介　　　星　野　英　慈

　　　　　　　 長谷川　雅　士

（12月31日現在）

令和７年度 各種委員紹介令和７年度 各種委員紹介
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ボランティア活動報告 （令和６年12月～令和７年11月報告分）

救護活動、トレーナー活動
令和６年12月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

１日㈰ 第45回栃尾謙信公祭小学生柔道大会
兼第66回栃尾柔道選手権大会 長岡市栃尾体育館 北村　　公

長谷川慎一 １名

８日㈰ 第16回オープントーナメント
北陸空手道錬成大会 謙信公武道館 霜鳥　秀幸 なし

８日㈰ 第33回新潟県中学校新人
柔道体重別大会 新潟市鳥屋野総合体育館 五十嵐正法

髙橋　國廣 12名

15日㈰ 2024極真会館新潟県交流試合 長岡市市民体育館 安澤　直樹 ７名

令和７年１月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

18日㈯～
19日㈰

第47回全国高等学校柔道選手権大会
新潟大会 兼 新潟県高等学校柔道選手権大会 新潟市鳥屋野総合体育館 五十嵐　寛 40名

令和７年３月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

16日㈰ 第36回ＢＳＮ少年柔道大会兼
全国少年柔道大会新潟県予選 新潟市鳥屋野総合体育館 五十嵐　寛 10名

令和７年４月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

５日㈯～
６日㈰

第55回北陸実業団陸上競技選手権
大会兼2025 HOKURIKU スタート
アップ競技会

デンカビックスワン
スタジアム 安澤　直樹 10名

６日㈰ 上越ママさんバレーボール協会
発足記念大会 リージョンプラザ上越 大竹三栄子 ４名

27日㈯～
28日㈰

令和７年度新潟県高校春季地区大会
中越上越地区バレーボール大会 柏崎市総合体育館 關　　満彦 ８名
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令和７年５月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

６日（火/祝） 第24回全国障害者スポーツ大会県予選 ふれ愛プラザ 關　　満彦 ８名

11日㈰ 第19回ＪＡえちご上越杯
ママさんバレーボール大会 リージョンプラザ上越 近藤　謙介 ３名

17日㈯ 角田山ロゲイニング 城山運動公園 石原　慎吾 13名

18日㈰ 第25回柏崎潮風マラソン
柏崎市
新道給水所
佐水給水所

桑名　和行　治面地　学
高橋　真一　渡辺　雅人
前澤　裕二

54名

25日㈰ ７人制ソフトバレーボール
巻協会杯男女混合大会 西川総合体育館 石原　慎吾 １名

令和７年６月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

１日㈰ 新潟県高校総体カヌー競技 福島潟放水路 關　　満彦 １名

１日㈰ 第26回高田城ロードーレース大会 高田城址公園陸上競技場 加藤　敦志　霜鳥　秀幸 ４名

６日㈮～
８日㈰

令和７年度全国高校総体
新潟県予選会女子バレーボール大会

小千谷市総合体育館
長岡商業高校 關　　満彦 20名

８日㈰ 第12回デュオ・セレッソ旗
ママさんバレーボール大会

上越市カルチャーセン
ター

大竹三栄子
近藤　謙介 ７名

８日㈰ 第16回南魚沼グルメマラソン 八色の森公園 茂野　浩祥　小川　　励
間島　大樹　佐藤　大輔 104名

15日㈰ 令和７年度国民スポーツ大会バレー
ボール競技新潟県予選会成年男子 関根学園高校 關　　満彦 ５名

21日㈯～
22日㈰

令和７年度北信越高等学校
バレーボール大会女子の部 金沢市総合体育館 關　　満彦 ９名

22日㈰ 第２回新潟県小学生学年別柔道大会 新潟市新津武道館 五十嵐　寛 10名

22日㈰ 2025極真会館新潟県空手道選手権大会 小千谷市総合体育館 安澤　直樹 ８名

29日㈰ 第13回上越ケーブルビジョン
ママさんバレーボール大会 上越市教育プラザ 近藤　謙介 ４名

令和７年７月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

６日㈰ 第22回修武杯空手道選手権
新潟大会 上越市総合体育館 霜鳥　秀幸 ５名
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活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

６日㈰ 第21回村松杯シニアママさん
バレーボール大会

上越市カルチャーセン
ター 大竹三栄子 ３名

12日㈯～
13日㈰

第３回中之口カップ
小学生バレーボール大会

中之口総合体育館
中之口中学校 石原　慎吾 ３名

12日㈯～
13日㈰

北信越国民スポーツ大会
カヌー競技新潟県チーム帯同

石川県小松市
木場潟カヌー競技場 關　　満彦 ６名

19日㈯～
21日（月/祝）

2025年度第79回
新潟県陸上競技選手権大会 長岡市営陸上競技場 安澤　直樹 ８名

21日（月/祝） 第79回国民スポーツ大会
柔道競技新潟予選 新潟市亀田総合体育館 五十嵐　寛 ５名

令和７年８月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

３日㈰ 第30回さわやか三井企画杯
ママさんバレーボール大会

上越市カルチャーセン
ター 近藤　謙介 10名

24日㈰ みんなの運動会 南魚沼市城内小学校 佐藤　大輔 ８名

24日㈰ 第46回信越少年柔道大会 謙信公武道館 中川　裕之　加藤　智範 ４名

24日㈰ 日清食品カップ第41回
小学生陸上競技交流会

デンカビックスワン
スタジアム 安澤　直樹 ５名

令和７年９月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

７日㈰ 第23回上越タイムス旗
ママさんバレーボール大会

上越市教育プラザ
上越市カルチャーセン
ター

大竹三栄子　近藤　謙介 ９名

15日（月/祝） パラリンピック基礎測定会
北信越ブロック 新潟ふれ愛プラザ 關　　満彦 ８名

21日㈰ 上越妙高フィットネスフェス 妙高市総合体育館 近藤　千佳　加藤　敦志 なし

令和７年10月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

５日㈰ 下越地区柔道大会 胎内市総合体育館 菅原　優人 ３名

５日㈰ 柏崎市制施行85周年記念
第12回市民大運動会 柏崎市陸上競技場 茂野　浩祥　治面地　学

渡辺　雅人　前澤　裕二 ３名
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活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

12日㈰ 第56回越後妙高
コシヒカリマラソン大会 新井総合公園陸上競技場 市川　寿秀 36名

26日㈰ 第66回佐藤杯争奪
町内駅伝競走大会 田上町交流会館 荒井　駿行　中村　公昭 ８名

令和７年11月

活動日 活　動　内　容 場　　　　所 参　加　会　員 救護者数

１日㈯～
２日㈰

第50回ＢＳＮ高等学校柔道選手権大会
第45回ＢＳＮ中学校柔道大会 新潟市鳥屋野総合体育館 五十嵐　寛 40名

９日㈰ 武士道CHALLENGE2025
新潟県グローブ空手道選手権 新潟市亀田総合体育館 安澤　直樹 ７名

16日㈰ 2025新潟県空手道交流大会 新潟市鳥屋野総合体育館 安澤　直樹 ８名

30日㈰ 第46回栃尾謙信公祭小学生柔道大会
兼第67回栃尾柔道選手権大会 長岡市栃尾体育館 北村　　公

長谷川慎一 ２名

健康、保健、介護及び福祉増進に関する活動
事  業  名 日    程 会      場 参　加　会　員

ハートスクラム
かしわざき交流会

令和７年５月29日㈭ 柏崎市元気館 前澤　裕二

令和７年８月28日㈭ 柏崎市元気館 前澤　裕二

令和７年11月20日㈭ 柏崎市元気館 前澤　裕二
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　　吉　澤　良　宣　先生

　　令和 7 年 1 月 1 日　逝去　（享年79歳）

　　吉澤整骨院　　長岡市摂田屋４-７-34

　　昭和47年８月29日　入会

　前年にご病気になられ、秋ごろご自宅に伺わせていただいた際には、

お元気そうにされておられましたので、突然のご逝去のお知らせに信

じられない思いでした。驚きと共にお元気でした頃のお姿を思い出し

ています。まだご指導を仰ぎたいことがたくさんあったのにと痛惜の

念でいっぱいです。

　心よりご冥福をお祈りいたします。

長岡地区　　田上　長人

訃　　報訃　　報

　　松　本　　永　　先生

　　令和 7 年12月 8 日　逝去　（享年57歲）

　　永接骨院　新潟市西区五十嵐中島４-22-72

　　平成11年 4 月 9 日入会

　10月の保険取扱研修会にてお目にかかった際には、お元気そうなお

姿を拝見しておりましただけに、突然の訃報に接し、大変驚いており

ます。

　心よりお悔やみ申し上げますとともに、謹んでご冥福をお祈りいた

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  新潟東地区　　中村　公昭
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　広報委員会では、（公社）新潟県柔道整復師
会機関誌として年１回発行している、次の「新
整広報第56号」に掲載する原稿を募集します。
　日常業務での体験や、ご自身の趣味、思い出、
ご当地の名所や祭礼・イベントの紹介など、気
楽にご応募ください。

１.　パソコンソフトでの原稿の形式
　　（ワードや一太郎などでの投稿）
　原稿はA４版縦白紙に10.5ポイントを使用。
余白は標準、１段組みのままで結構です。横書
きで文章はＭＳ明朝体を使用してください。
　１行目にタイトル、２行目に所属地区名、及
び氏名を記載し、３行目を空白にして、本文を
４行目から記載してください。
　内容は１ページ以内に簡潔にまとめ、写真等
を同時に掲載する場合は、そのスペースを考慮
してください。例えば写真を２枚掲載する際の
文章の量は、A４用紙の３分の２程度になりま
す。
　原稿及び写真ファイルは、メールのタイトル
に「新整広報投稿」と記載し、添付してお送り
ください。

２.　手書き原稿の形式
　特に形式は問いませんが、広報委員会でデー
タに打ち直しますので、わかりやすい字でお書
きください。原稿は郵送かＦＡＸで受け付けま
すが、写真はデータとしてメール添付するか、
郵送していだだく必要があります。

３.　写真だけの投稿
　写真データの投稿も、受け付けております。
プリントしたものは、データ化する過程で元の
画質が損なわれることがありますので、データ

での投稿をお奨めします。
　写真のタイトル、所属地区、撮影者名をメー
ルに記載してお送りください。短い写真解説な
ども記載していただけると、一層良い記事にな
ると思われます。

　投稿の内容により、編集会議の結果、未掲載
となる場合や、内容を変更させて頂く場合もあ
りますのでご了承ください。
　また、掲載スペースを調整するために、文章
の割愛や、写真のトリミングをさせていただく
場合があります。
　原稿や写真データ作成に関しての相談も受け
付け、お手伝いさせていただきます。
　お近くの広報委員まで、お声掛けください。

〈原稿の宛て先〉

〒950-0084
新潟市中央区明石１丁目２番28号

（公社）新潟県柔道整復師会
広報委員会「新整広報投稿」係
E-mail：sinsetu@themis.ocn.ne.jp
FAX：025-245-7822

「新整広報第56号」の投稿を募集します。「新整広報第56号」の投稿を募集します。
広報委員会広報委員会
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関係団体及び会員の皆様のご協力を賜り、このたび無事に「新整広報55号」が発行できました。先
ず以って心より感謝申し上げます。

５月の通常総会において理事に選出され、業務執行理事として広報部を担当することとなりました。
未経験の分野ということもあり、当初は不安ばかりが募っておりました。しかし、諸先輩方からの温
かいアドバイスやお力添えのおかげで、少しずつ視界が開け、前を向いて進めるようになっていきま
した。この場をお借りして、改めて深く感謝申し上げます。

公告ガイドラインの改正により、誘引性・特定性・認知性の３要件が揃った情報は広告とみなされ、
規制の対象となるので、今まで以上に慎重な情報発信が求められるようになりました。一方、広報の
本質は、会の内外に正確で分かりやすく、有用な情報を発信することです。だからこそ、誤字脱字の
チェックは勿論のこと、人名・肩書き・会場の正式名称など、細部の確認を丁寧に行い、文章の信用
性を高める努力を続けてきました。また、LINEを活用して情報を共有し、互いに確認しながら記事
を仕上げていきました。これによりミスを最小限に抑えることができ、広報部員・委員の皆様の力の
大きさを日々実感しています。

職務を進める上での最大の不安要素だったのが、圧倒的に不足していた私のパソコンスキルでした。
Wordでの文章作成、画像編集、メールでのやり取りなど、苦手意識の強かった分野に真正面から向
き合う必要がありました。しかし、必要に迫られながらも挑戦を続けたことで、私にとって大きな成
長の機会となりました。

記事の作成を通して、本会の事業内容や会員の先生方の活動などを深く知ることができたことも、
大きな収穫です。広報に携わることで、本会の多様で意義ある取り組みの数々を改めて実感すること
ができました。

これからも皆様にとって有益な情報提供ができるよう、広報部一同「ワンチーム」で取り組んでま
いります。引き続きご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

編　集　後　記

広報部長　高 見 　 大 介

◆広報委員 近藤　貴司　　茂野　浩祥　　佐藤　大輔
◆広報部長 高見　大介　　◆広報部員 大橋　保
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新潟県柔道整復師協同組合
指定 業 者 一 覧

・クラウン保険設計株式会社 ・株式会社ＮｅＷＳ

・富国生命保険相互会社 ・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

・株式会社シンクメディカル ・有限会社小黒保険事務所

・株式会社トーク ・株式会社カナケン

・テイコクファルマケア株式会社 ・株式会社エス・エス・ビー

・ダイヤ工業株式会社 ・マリープラチーヌ株式会社

・株式会社テクノリンク ・株式会社デムス

・株式会社ゆめ旅 ・ミナト医科学株式会社新潟営業所

・株式会社ＨＥＬＩＯ ＪＡＰＡＮ ・株式会社ＴＯＳＣＯＭ

・近藤医療器 ・行政書士森腰淳法務事務所

新潟県柔道整復師協同組合は、組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のた

めに必要な共同事業を行い、もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、そ

の経済的地位の向上を図ることを目的とし、平成 11年 9月に設立されました。

新潟県柔道整復師協同組合
〒950-0084
新潟市中央区明石１丁目２番２８号
TEL：025-245-2815
FAX：025-245-7822

ー 組合員様のご利用をお待ちしております ー
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http://e-kenkou.jp/

大阪営業所：TEL_06-6935-3016㈹� FAX_06-6935-3017
新潟営業所：TEL_025-286-0521㈹� FAX_025-286-8870
福島営業所：TEL_024-961-7211㈹� FAX_024-961-7221
仙台出張所：TEL_022-287-6273㈹� FAX_022-287-6218

オンラインショップ

▲公式サイトはこちら

総発売元

本　社：〒225-0002　神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39
TEL_045-901-5471㈹� FAX_045-902-9262

気持ち良さには理由がある。

湿熱＋セラミック温熱により血行をよくする湿熱感覚ホットパック

“湿
しつねつ

熱感”を持続させる特殊カバーを使用。

冷えからくるつらい痛みにはカナホット（日本製医療機器）

カナホットは特殊セラミックにより、
体に合った赤外線を出し温めます。

カナホットのカバー生地は内部からの
熱で空気中の水分を吸収しますので湿
性パックの応用になります。

効能効果
●疲労回復　●血行をよくする
●筋肉の疲れをとる 
●筋肉のこりをほぐす
●神経痛、筋肉痛の痛みの緩和
●胃腸の働きを活発にする

からだの芯から温めます

日本製

カナホット 大
KB-225 45,000円

（税込49,500円）
本体サイズ：約 55×28cm
付属カバーのサイズ：約 56×28cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 1.1kg

共通仕様 〔クラスⅡ〕認証番号 16300BZZ01121000
●内部温度 70℃（小のみ 60℃）　●表面温度 50°〜 60℃　● 60 分タイマー付

カナホット 中
KB-220 42,000円

（税込46,200円）
本体サイズ：約 46×28cm
付属カバーのサイズ：約 48×28.5cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 1kg

カナホット 小
KB-224 26,000円

（税込28,600円）
本体サイズ：約 38×27cm
付属カバーのサイズ：約 38.5×27.5cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 750g

日本製

カナホットモイスト
KB-248 54,000円（税込59,400円）

〔クラスⅡ〕認証番号 16300BZZ01121000
●時間設定：60 タイマー（ゼンマイ式）
●温度設定：40℃以上 70℃以下（自動調整）
●寸法重量：本体サイズ 約 380mm×620mm　重さ 約 900g

カバーのサイズ 約 430mm×730mm　重さ 約 500g
●安全装置：本体内蔵サーモスタット

本体（パック）、
電源スイッチ（60 分タイマー）、スペアーカバーを含む 2 枚、
取扱説明書（保証書添付）、添付文書、ユーザー登録はがき

内容物
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［柔道整復師倫理綱領］

　国民医療の一端として柔道整復術は、国民大衆に広く受け入 

れられ、民族医学として伝承してきたところであるが、限りな

い未来へ連綿として更に継承発展すべく、倫理綱領を定めるも

のとする。

　ここに柔道整復師は、その名誉を重んじ、倫理綱領の崇高な

理念と、目的達成に全力を傾注することを誓うものである。

１、柔道整復師の職務に誇りと責任をもち、仁慈の心を以て人

類への奉仕に生涯を貫く。

２、日本古来の柔道精神を涵養し、国民の規範となるべく人格

の陶冶に努める。

３、相互に尊敬と協力に努め、分をわきまえ法を守り、業務を

遂行する。

４、学問を尊重し、技術の向上に努めると共に、患者に対して

常に真摯な態度と誠意を以って接する。

５、業務上知りえた秘密を厳守すると共に、人種、信条、性別、

社会的地位などにかかわらず、患者の回復に全力を尽くす。

発　行　日　　令和８年２月１日
発　行　所　　公益社団法人　新潟県柔道整復師会
　　　　　　　〒950-0084　新潟市中央区明石１丁目２番28号
　　　　　　　　　電　話　　代表（025）245－2815
　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　（025）245－7822
発　行　人　　金　子　益　美
編　集　者　　高　見　大　介
印　刷　所　　株式会社　小林印刷所



❶【特集】体幹の診かたとポイント
❹　巻頭言
❺　令和６年度臨時総会等開催
❻　令和７年度通常総会等開催
❾　新役員紹介
11　市川　寿秀 会員　市政功労者表彰受賞／地区長・各委員会委員委嘱状交付式
12　「重点支援地方交付金による物価高騰対策支援について」要望書提出
13　令和7年度保険取扱研修会
14　2024年度・2025年度「匠の技 伝承」プロジェクト指導者養成講習会　
16　日整『匠の技』技術講習会（第2回）開催
18　運動器超音波解剖 ～下肢編～ワ－クショップ(柏崎・新潟)
19　第45回日本柔道整復師会北信越ブロック柔道大会福井大会
20　第45回日本柔道整復師会北信越学術大会福井大会
22　第36回新潟県柔道整復師会県下少年柔道大会・第14回新潟県柔道整復師会県下少年柔道形競技会
24　第34回日整全国少年柔道大会・第15回日整全国少年柔道「形」競技会
27　令和7年度上越ブロック春季学術研修会
28　令和7年度上越ブロック年末学術研修会
29　令和7年度中越ブロック年末学術研修会
30　令和7年度下越ブロック年末学術研修会　
31　令和7年度上越ブロック関係各課との研修懇談会　
32   令和7年度新潟県・出雲崎町総合防災訓練
33　令和7年度上越市総合防災訓練
34　令和7年度五泉市防災訓練
35　令和7年度柏崎市歯の健康展
36　すこやか・ともしびまつり2025（長岡市）
37　第16回南魚沼グルメマラソン・テーピングブース
38　柏崎市制施行85周年記念　第12回市民大運動会
39　「第46回北信越国民スポーツ大会」「わたSHIGA輝く国スポ2025」成年ラグビー競技トレーナー帯同報告
40　阿部　松雄 元会長『春の叙勲』受章
41　令和7年度各種委員紹介
42　ボランティア活動報告
46　訃報
47　原稿募集
48　編集後記

　撮影場所となった「天狗の庭」は、標高2093mの広大な湿原で、池塘（ちとう）に
火打山の逆さ火打山が映る絶景ポイントとして知られます。日本百名山の1つで高谷池
湿原、天狗の庭をはじめ、登山道の随所で高山植物を楽しむことができ、アルプス以外
には見られなくなったライチョウも生息しています。
　「山の不変の姿、伝統医療の知恵もまた、時を超えて変わらず、心と体を守り続け
る。」と思いを巡らせ。

写真提供：広報委員　茂野浩祥

【表紙の写真】
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